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1.はじめに

近年.桝帯電謡等の携帯通信端末の急速な普及に
伴い.アンテナ一体型の無線機器が増加しており.

その放射電力の測定法に関して高精度で簡便かつ安
価な方法の確立が望まれている【1】.携帯電話が普及
する以前,携帯通信端末の放射電力は,アンテナと
無線機を分舶して,アンテナ端子にパワーメータ等
を接続して測定されていたが,昨今の携帯電話は,

小型・軽丑化とともにデザイン重視の観点からアン
テナー・体型のものが実用化されている.端子で放射

電力を推定できることは.アンテナの放射電力を3
次元空間内で絹分して測定するよりは.電波暗室,
ポジショナ等の高価な設備を必要とせず.反射波や
外来波がないため.簡便で効率的な測定である.こ
れに対して.電池を含む箆体がアンテナの一部とし

て機能する携帯電話では.人体や周辺環境の影響に
よりアンテナ放射特性が変化するため,電波暗室で
の半球状放射パタン測定装置による3次元測定. ′ト

形電波暗箱. GTEIV′Iセル.小形電波反射箱等の測定
システムが検討された【1】.また,シールド室内の電
磁界を捜拝し.擬似的にライス分布を生成し,放射
増力を統計学的に推定する試みが行われている【2).
本報告では.既に試みられている方法とは全く異

なる携鮮通信端末の放射電力測定法を提案する.す

なわち, SlidingShort (可動短絡板)で両側を短絡
された導波管内に端末を挿入し,端末の放射電力を
測定する.本方法は. 1)放射電力は導波管内にのみ
分布するため,電波暗室等の大規模設備を必要とし

ない. 2)導波管の主モードの偏波特性を利用すれば.
直交する三通りの配置により全放射電力の測定が可
能となる,という特徴を有する.

2.導波管

導波管を採用した主な理由を以下に列挙する.
1)製作が容易で.小規模空間で測定可能である.

2)導波管内の電磁界分布はその形状に依存する
ため.端末より励振される電磁界は.端末近
傍を除いて.一定の形で伝搬する.
3)導波管内の電磁界分布は既知であるため,比

較測定法により,端末の放射電力を推定可能
3iサ

本報告では. W lに示す導波管とSliding Short,

ならびに携帯端末を傑擬した試供機を製作し,提案

する放射電-)州J定法の実現可能性について検討を行

う.

3.比較測定法

図2に示すように.まず放射電力(Prnd.ref)が既
知である携帯端末を投機した試供機(標準機)を導
波管内部に挿入し.受信アンテナにより出力電力
(/Vで()を測定する.

次に放射電力(Prad)が未知である測定対象の試
供機を標準機と交換して同様の測定を行い,出力電
力(/U)を得る.尊波管内部での電力の損失が一
定の場合.放射電力と出力電力との間には比例関係
が成立するので.
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図1 :製作した導波管とSlidingShort
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図2 :比較測定法の概略

-119-



、P一成17年度増子情報通信学会信越支部大会

-g .->5
1つ

ち

も・30
J
u

*　-35
〇
i

0　　　　3　　　　6　　　　9　　　12　　　15　　　18

Thickness of Spaccr[mml

図3 :設置する高さを変化させた甥合の測定結果
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という関係が得られる.これから未知の放射電力
(/>rad)を推定することができる.

4.検証測定結果

上述の方法はr導波管内における伝搬損が一定で
ある」という条件下で使用可能と考えられる.そこ

で.このことについてまず実験的に検証を行う.検
証実験として,製作した試供機を鴻波管内部に設置

し, SlidingShortを移動させた場合.導波管床面と
試供機との間にスベーサを配IWL.試供機を設尻す
る高さを変化させた場合について出力電力の変化を
測定した.また受信される出力電力の測定にはスペ
クトラムアナライザ(HP8549EM)を用いた.

測定の結果, SlidingShortを移動させ測定した場
合に, SlidingShortの位置により受信電力に落ち込
みが発生する位置があることが分かった.落ち込み

は,受信アンテナーSliding Short問の距離が,**・:内波
長の2分の1の整数倍となる距離で発生する.すな

わち,出力の落ち込みは, SlidingShortで仕切られ
た導波管内部に発生する定在波の節の位置が受信ア
ンテナの位置と一致する場合に発生する.
しかしながら,試供機を設節する高さを変化させ

た場合(SlidingShortは固定)では.図3から分か
るように.試供機を設置する高さにより受信電ノノが
不規則に変化する.これは導波管床面と試供機の定
休部分の影響によるものと推測され　回避の難しい
問題であることも分かった.このように導波管での

伝搬抱は,試供機の配置位置に依存し.かつ試供機
に依存して変化する.

5.改善した受信電力測定法

導波管座標系を図`lのように設定すると.漸皮管
内部を伝搬するTEiモードの電界の式は.

E、=
- J(o/xoa

n

E　-」.-0.I

E▲sin[-A'-**

¥a)(2)

(3)

と書ける【31.ここで. Emは定数. βは位相定5K.

図-I :導波管の座標系

図5 :試供機の設Ki方法

卜0は自由空間における透磁率である.式(2). (3)よ

り.導波管内では電界のγ方向成分のみが伝搬する
ことが分かる.そこで図5に示すように.試供機を

3バタンの設『L'方法で導波管内部に設置し,測定を
行い試供機の受信電力の各成分を得る.測定は

SlidingShortの位間を調節し.落ち込みの発生しな
い位置で行う.最後にそれらを足し合わせることで,
試供機の正味の受信電力を得ることができる.

6.まとめ

携祥端末等の簡易放射電力の測定法として,導波
管を使用しての比較測定法による放射電力の推定法

を提案した.比較測定法を使用するために導波管内
部における伝搬肘の検証を行ったが,試供機を設置
する高さによって受信電力が変化することが判明し
た.この問題点を考慮し,導波管内部に試供機を3
パタンで設置し.電力測定し.それらの結果を足し

合わせることにより.受信電力を推定する方法を考
案した.この方法については,測定の再現性につい
ての確認を行っており.今後より詳細に測定条件を
検討し,その妥当性を検証したい.
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